
だから、豊中市にはもっとたくさんの
「はぐくみホーム」が必要なのです。

そんな子どもたちに家庭を提供する
「はぐくみホーム」の登録数は
現時点でたったの19家庭です。

なんらかの事情で実親と離れて生活する
豊中市の子どもの数は約10 0人。

（令和4年5月末時点）

豊中市の子どもに

豊中市の子どもたちが
豊中市で当たり前に暮らすために―

「はぐくみホーム」が足りないと
その約10 0人の子どもたちは住み慣れた豊中市から
離れて暮らすことになります。



http://www.kiiasetto.or.jp

キーアセット・大阪オフィス
〒577-0809 大阪府東大阪市永和2-2-29 永和ビル1号館3階

お問い合わせ

Tel：06-6720-6811 Mail：info@kiiasetto.or.jp

“はぐくみホーム”とは
“はぐくみホーム”は、豊中市の家庭の皆さんに一定期間（数週間～数年間）、
子ども（乳幼児から若者まで）の育ちの場として家庭生活を提供していただく制度です。
豊中市で生まれた全ての子どもが、豊中市にある家庭の中で成長していく、
そんな当たり前の未来を目指して、わたしたちは日々活動しています。

この事業は大阪府からの受託事業です。大阪府へのお問い合わせは
大阪府福祉部子ども室家庭支援課までお願い致します。

現在、豊中市の“はぐくみホーム”は少しずつ増えていますが、まだまだ足りません。
豊中市民の皆さんがひとりでも多く“はぐくみホーム”となって、その子どもの育ちを
支えてくれたら、彼らは同じ学校に行き、仲良しの友達との関係を続けられ、
その地域の子どもとして育つことができるのです。

　豊中市には現在、なんらかの事情で実親と
生活できない子どもが約100名います。
実親の経済的事情や健康状態による事情、
場合によっては不適切な養育理由で家庭から
離された場合、そのほとんどの子どもたちは
住み慣れた地域を離れなければなりません。
子どもにとって、学校や友達、そして住み慣れた
地域から離れることは本当に切実な問題です。

豊中市の現状

はぐくみホームになるためには

はぐくみホームになるためには、特別な資格は必要ありません。
子どもの養育についての理解・熱意・愛情をもっている等の
要件を満たせば、申し込むことができます。
その後は、はぐくみホームになるためのトレーニングがあります。
キーアセットは、独自で開発した参加型のトレーニングプログラムで、
あなたをはぐくみホーム登録までサポートいたします。

経済的負担について

はぐくみホームには、子ども1人につき90,000円の
手当が支給されます。
その他にも子どもにかかる一般生活費や教育費が
支給されます。
医療費もはぐくみホームが負担することはありません。

少しでも興味を持たれた方は、下記問い合わせ先にお気軽にご連絡ください。
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登録前研修（実習含む）
（乳児院・児童養護施設）
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